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～会計年度末における支払計画の示達について～
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| 、 、1 支払計画とは？ 3支払計画の項内融通（一時融通）

、 官署支出官が支出の決定を行うことのできる限度額を示す
ものです｡ 「国の支出の原因となる契約その他の行為」に必
要な支出負担行為計画の示達があったとしても､国の支出に

必要な支払計画の示達がなければ、実際に支出することがで

きません（会計法14条1項） 。例えば、各種手当を支払お

うとした場合、 （項）下級裁判所（目）職員諸手当の支出負
担行為計画の示達があったとしても、原則として、同「目｣’

の支払計画の示達がなければ支出することができません｡心
2支払計画の示達手続 等識

cL罐
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支払計画の示達は支出負担行為計画と異なり、現実の支出
を伴うものとして国債の発行額と関わることから、財務大臣

｜ の承認が必要となります(財政法34条） 。そのため、裁判
＃ 所のみの判断で臨機応変に対応することはできず、示達にあ

『たっては財務省との調整（主計課ではく示達予定日の1週間
｜ 前に財務省/、申請を行っています。 ）が必要であり、原則と
して、あらかじめ定められている支払計画示達予定日以外に

｜ 支払計画を示達することはできません｡
なお､支出負担行為計画の示達と支払計画の示達には、金

、額や時期にずれがあるので注意してください｡ ノ

支出負担行為計画に対応する支払計画の示達がないうちに
支出する必要が生じた場合、例外として、示達された支出負

担行為計画の「目」と同一の「項」内の支払計画を一時融通
して支出することが可能です。

ただし、支払計画は「目」単位で管理すべきであり、一時

融通は暫定的に許容しているだけなので、可能な限り速やか

に－時融通の状態を解消する必要があります。特に、出納整

理期間になって慌てて－時融通の状態を解消することがない

よう、年間を通じて支払計画の適正な管理を意識してくださ

い。例年、支出負担行為計画の示達を受ければ支払も可能で
あるという誤解や、年度最終分の支払計画の示達時において

も－時融通の状態を解消しなくてよいという誤解が散見され

ます。

また、出納整理期間中の主計課への予算上申にあたっては、

支出負担行為計画の示達だけで足りるのか、これに加えて支
払計画の示達も必要なのかを明示していただくよう、配慮を
お願いいたします。

ｎ
－
ｑ

1

I
支払計画の示達、本当に足りていま

、
P

1



経理局〆一ﾙﾏガジﾝ★
（主計課)′

～会計年度末における支払計画の示達について～

令和5年2月6日発行第80号

／

4出納整理期間の支払予定案件の確認・把握
－、

／(おまけ）イメージで理解してみ
へ
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出納整理期間中に支払を行う予定案件について､あらかじ
め係の中で把握をし、経理係とも連携して支払漏れを起こさ

ないようにしてください。具体的には支払予定の一覧表等を

作成し〈管理・用度事務担当と経理事務担当の双方で支払予
定案件の情報を共有しながら確認。把握し《支払漏れを起こ

さないようにするのも一つの方法です。

単価契約案件や光熱水料等の支出見込額について早期に把

握することに努めると共に、予算の不足分については庁寶調
整調書や各種過不足調書において、過不足のない適切な額を
計上するよう注意してください。

＝債務を負担する意思決定

→支出負担行為

／ 、

｢支出負担行為計画｣の範囲内で負担
→支出はまだできません
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＜こんなヒヤリハット、ありませんか？＞
●各庁の経理計画について、時点修正等､最新のものになっていま
すか？ ＝ボーナスの振込

→支払計画の示達

ボーナスの振込通知
一幸

→支払計画表

●過不足調書について、案件漏れや、記載した数字に間違い（桁が
足りない、計上漏れ）はありませんか？

＝支払う旨の意思決定
→支出決定

I臥
出納整理期間になって、支払予定額が見込額を大幅に超過してい
ませんか？

→判明した場合は、上級庁に一報を1
・グ
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● て支出できる

※支払計画の示達予定日
、

を見据えて計画的に執行しましょう※ ノ
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